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土壌病害対策について

適期収穫で小麦の高品質・安定生産を！

西濃農林事務所農業普及課 ［技術主査］　妙楽 崇さん

西濃農林事務所農業普及課 ［技術課長補佐］　鷲見 彩子さん夏場でも生育旺盛な中国野菜～クウシンサイ～今月の
テーマ

クウシンサイ（空心菜）は、茎が空洞であることからこのような名前がつきました。クウシンサイは、葉物が不足する夏場にあ
るととても重宝する野菜です。サツマイモと同じヒルガオ科の野菜ですが、サツマイモは肥料が多いとツルぼけ（ツルや葉っぱ
ばかり伸びてイモができない）するのに対して、クウシンサイは肥料をたくさん必要とします。次々と伸びる新芽を収穫してい
きますので、追肥を欠かさないようにするのが栽培のコツです。中国野菜として「エンツァイ」の名前で種が売られています。

ナス

小麦

●直まきもできますが、ポットに種をまいて、気温が十分上がったら苗を植え付けることをおすすめします。
●生育が旺盛なので、畑で他の野菜と混植すると一緒に植えた野菜が負けてしまいます。
●乾燥を嫌うので、畑で栽培する時には、土が乾かないようにマルチや敷きわらをしましょう。
●茂り過ぎを防ぐため、脇芽はどんどん摘み取ります。
●化成肥料（窒素）が効き過ぎると、えぐみが出ることがあります。
●オススメ品種：「なつサラダ」…若採りしたものは柔らかく、生食でサラダに向いています。

植え付け 本葉が3～4枚になったら、畑に植え付けます。マルチに30㌢間隔にカッターナイフなどで十文字の切り込
みを入れ、植穴を掘り、深植えしないように植え付けたらやさしく根元に水を掛けます。

畑の準備
種まきの2週間前に苦土石灰100㌘/㎡を施し、深さ30㌢位までよく耕します。
1週間前には化成肥料（畑作名人N:P:K=13:13:13）100㌘/㎡を施しよく耕します。
畝幅70～100㌢、高さ10㌢程に畝を立て、マルチを敷きます。

摘心・収穫
クウシンサイの草丈が30㌢ほどに伸びたら、収穫と摘心を兼ねて、
主茎を下から3葉目で切ります。
摘心後は、わき芽がどんどん伸びるので、繰り返し収穫できます。

追肥･土寄せ
収穫が始まると、養分をたくさん必要とするので、2週間おきに500倍に薄めた液体肥料、または化成肥料
（野菜の達人N:P:K=15:14:10）30㌘/㎡を施します。肥料が切れると茎が硬くなってしまうので、追肥は
欠かさず行いましょう。

病害虫防除
ほとんど病害虫は発生しませんが、ヨトウムシやイモコガが発生することがあります。
ヨトウムシは、夜になると出てきて茎や葉を食害しますので、防虫ネットのトンネルなどで侵入を防ぎま
しょう。農薬は「エンサイ」、「葉菜類」、「野菜類」に登録があるものが使用できます。

栽培のポイント

　令和５年産の小麦の出穂は「イワイノダイチ」が３月２８日から、「さ
とのそら」も３月３０日から始まり、例年より１週間程度早い生育となっ
ています。
　適期収穫に向け、生育状況・ほ場状況を確認しましょう。
◇収穫前の排水対策を！
　小麦は、湿害に非常に弱い作物です。排水の良否が生育・登熟不良
につながるとともに、収穫作業にも影響します。
　適期収穫を行うために、雨水がほ場内に滞水しないよう排水溝の清
掃やつなぎの見直しを行い、水尻へ確実に連結するなど、排水溝の確
認をしておきましょう。
◇適期収穫で品質向上を！
　小麦の収穫時期は、雨の多い時期と重なります。
　刈り遅れは穂発芽、カビなどの発生、退色粒の発生（種皮の色があ
せる）による品質の低下を招くほか、容積重の低下にもつながり、商品
価値を損なう可能性があります。
　小麦の品質を確保するため、気象予報などを参考に、計画的に収
穫・乾燥作業を進めましょう。また、迅速に収穫作業が開始できるよう、
早めに機械の準備・整備をしておきましょう。次の目安を参考に、必ず
ほ場ごとの成熟期を判断し、収穫時期を決定してください。

【収穫時期の目安】
　一般に、刈り取り適期は成熟期から３～６日程後（子実水分が２８％
以下）になります。（成熟期水分は約４０％です。天候が良ければ、成
熟期以降１日当たり２～４％水分は落ちます。）
【成熟期判断の目安】
①茎・葉が完全に黄熟色になる。
②穂の中心まで黒化し、わん曲し始める。
③穂を手のひらでもむと脱粒しやすく、脱ぷも容易で青粒がない。
④粒がロウ程度の硬さになった時。
【その他】
　小麦あと大豆の作付け体系では、あらためて排水溝の点検・再整備
を行い、適期に大豆播種が行えるように準備をしましょう。

ナスは西濃地域で栽培が盛んですが、連作を続けると土壌病害が
発生しやすくなります。病気の特徴をよく理解し、対策を取りましょう。
１．青枯病
【特徴】
　細菌が原因で、暑い時期に発生します（７～８月頃）。病斑は見られ
ず、株が緑色のまま葉先から萎れ、数日で下葉まで萎れます。
【確認方法】
　茎を切断すると維管束が黒
褐色に変色しており、切断面
を水につけると白濁液が噴出
します（写真１）。
【感染経路】
　水を介して感染します。収
穫時に使用するハサミに汁液
が付くことでも感染が広がり
ます。
【対策】
　栽培中に有効な薬剤はありません。罹病株は感染源となるため、根
を土ごと抜き取り、早めにほ場外に持ち出しましょう。ハサミをケミクロ
ンＧなどで消毒することも重要です。土壌消毒（太陽熱消毒、土壌消
毒剤）では、できるだけ土壌の深くまで消毒する必要があります。

２．半身萎凋病
【特徴】
　糸状菌（カビ）が原因で、涼しい時期に発生します（～６月、９月～）。
最初は下葉に不鮮明な退色斑を生じ、株の片側だけ萎れ、最終的に
は全体が萎れます。
【確認方法】
　茎を切断すると、維管束が薄茶色に変色しており、切断面を水につ
けても白濁液は出ません。
【感染経路】
　罹病株の残渣が土壌に残ることで、感染が広がります。
【対策】
　発生初期には薬剤灌注が有効ですが、収穫前日数に注意しましょう
（表１）。落葉などが感染源となるため、ほ場を清潔にしましょう。青枯
病と同様に、土壌消毒が有効です。
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表１　半身萎凋病に有効な薬剤（令和５年４月６日現在）
○ベンレート水和剤

作　物 適用病害虫 希釈倍数

500倍

1000倍

定植後～
収穫14日
前まで

200～300
ml/株

400～600
ml/株

使用液量 使用時期 使用回数 使用方法

ナ　ス 半身萎凋病 3回以内 土壌灌注

　太陽熱消毒は、高温時期に実施しないと十分な効果が得られませ
ん。土壌病害多発ほ場では、ほ場の変更、栽培時期の見直しなども検
討してください。
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子実水分判定の目安

刈取期の目安

子実水分30％

ツメで押さえると
二つに割れる

30％
ツメで押さえても
つぶれない

35～40％
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